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(57)【要約】
【課題】　第２電源供給部から過電流が流れた場合に第
２電源供給部からの電力供給を停止し、制御手段が終了
処理を実行することによって、データが失われるのを防
止する。
【解決手段】　画像形成装置は、第１の出力電力を出力
する第１電源供給手段と、前記第１の出力電力が供給さ
れる第１デバイスと、第２の出力電力を出力する第２電
源供給手段と、前記第２の出力電力が供給される第２デ
バイスと、第２電源供給手段の過電流を検知する検知手
段と、前記第１の出力電力が供給され、第２デバイスへ
の第２の出力電力の供給および遮断を切り替える電源制
御手段と、前記第１の出力電力が供給され、電源制御手
段の動作を制御する制御手段と、を備える。検知手段に
より第２の出力電力の過電流が検知される場合、電源制
御手段は、第２電源供給手段から第２デバイスへの第２
の出力電圧の供給を遮断し、制御手段は、第１デバイス
の終了処理を実行する。
【選択図】　図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の出力電力を出力する第１電源供給手段と、
　前記第１電源供給手段から出力される前記第１の出力電力が供給される第１デバイスと
、
　第２の出力電力を出力する第２電源供給手段と、
　前記第２電源供給手段から出力される前記第２の出力電力が供給される第２デバイスと
、
　前記第２電源供給手段の過電流を検知する検知手段と、
　前記第１電源供給手段から出力された前記第１の出力電力が供給され、前記第２デバイ
スへの前記第２の出力電力の供給および遮断を切り替える電源制御手段と、
　前記第１電源供給手段から出力される前記第１の出力電力が供給され、前記電源制御手
段の動作を制御する制御手段と、を備え、
　前記検知手段により前記第２の出力電力の過電流が検知される場合、前記電源制御手段
は、前記第２電源供給手段から前記第２デバイスへの前記第２の出力電圧の供給を遮断し
、前記制御手段は、前記第１デバイスの終了処理を実行する、ことを特徴とする画像形成
装置。
【請求項２】
　前記検知手段は、前記第２電源供給手段から出力された電圧が閾値より低くなった場合
に、過電流を検知する、ことを特徴とする請求項１に記載の画像形成装置。
【請求項３】
　前記検知手段により前記第２の出力電力の過電流が検知される場合、前記制御手段は、
前記第２デバイスの終了処理を実行しない、ことを特徴とする請求項１又は２に記載の画
像形成装置。
【請求項４】
　前記電源制御手段は、前記検知手段により前記第２の出力電力の過電流が検知される場
合、前記制御手段に通知し、
　前記制御手段は、前記電源制御手段からの前記通知に応じて、前記第１デバイスの終了
処理を実行する、ことを特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項に記載の画像形成装置
。
【請求項５】
　前記第１電源供給手段の１次側に設けられ、ユーザの操作に応じてＯＮ状態またはＯＦ
Ｆ状態になるスイッチをさらに備え、
　前記電源制御手段は、前記第１デバイスの終了処理を実行した後に、前記スイッチがＯ
ＦＦ状態になるように制御する、ことを特徴とする請求項１乃至４のいずれか１項に記載
の画像形成装置。
【請求項６】
　前記スイッチがユーザの操作によってＯＮ状態からＯＦＦ状態になった場合、前記制御
手段は、前記第１デバイスおよび前記第２デバイスの終了処理を実行する、ことを特徴と
する請求項５に記載の画像形成装置。
【請求項７】
　前記第２電源供給手段は、入力される交流電力を用いて直流の第２の出力電力を生成す
る、ことを特徴とする請求項１乃至６のいずれか１項に記載の画像形成装置。
【請求項８】
　前記第２デバイスは、用紙に画像を形成するプリンタ部または原稿の画像を読み取るス
キャナ部を含む、ことを特徴とする請求項１乃至７のいずれか１項に記載の画像形成装置
。
【請求項９】
　前記電源制御手段は、ＣＰＬＤである、ことを特徴とする請求項１乃至８のいずれか１
項に記載の画像形成装置。
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【請求項１０】
　第１の出力電力を出力する第１電源供給手段と、
　前記第１電源供給手段から出力される前記第１の出力電力が供給される第１デバイスと
、
　第２の出力電力を出力する第２電源供給手段と、
　前記第２電源供給手段から出力される前記第２の出力電力が供給される第２デバイスと
、
　前記第１デバイスであって、前記第２デバイスの動作を制御する制御手段と、
　前記制御手段への前記第１の出力電力の供給と遮断とを切り替える切替手段と、を備え
る画像形成装置。
【請求項１１】
　前記切替手段は、前記第１電源供給手段と前記制御手段との間に配置される、ことを特
徴とする請求項１０に記載の画像形成装置。
【請求項１２】
　前記切替手段を、前記制御手段に前記第１の出力電力を供給する状態と、前記制御手段
に前記第１の出力電力を供給しない状態と、に切り替える電源制御手段をさらに備える、
ことを特徴とする請求項１０または１１に記載の画像形成装置。
【請求項１３】
　前記電源制御手段は、ＣＰＬＤである、ことを特徴とする請求項１２に記載の画像形成
装置。
【請求項１４】
　前記制御手段は、ＣＰＵである、ことを特徴とする請求項１０乃至１３のいずれか１項
に記載の画像形成装置。
【請求項１５】
　前記第２デバイスは、用紙に画像を形成するプリンタ部または原稿の画像を読み取るス
キャナ部を含む、ことを特徴とする請求項１０乃至１４のいずれか１項に記載の画像形成
装置。
【請求項１６】
　前記制御手段は、前記プリンタ部または前記スキャナ部の動作を制御する、ことを特徴
とする請求項１０乃至１５のいずれか１項に記載の画像形成装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、過電流を検知する検知手段を備える画像形成装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　印刷機能を実行していない待機時に、プリンタ部などへの電力供給を停止することによ
って、待機時の消費電力量を低減する画像形成装置が知られている（特許文献１）。特許
文献１に開示される画像処理装置は、ユーザが操作する電源スイッチの状態（ＯＮ／ＯＦ
Ｆ状態）に関わらず、第１電源供給部から電力が供給されるスレーブＣＰＵを備える。ま
た、画像処理装置は、前記電源スイッチがＯＮ状態の場合に第２電源供給部から電力が供
給されるマスタＣＰＵを備えている。第２電源供給部は、マスタＣＰＵに加えて、画像処
理装置の複写機能を制御する複写機能制御部に電力を供給する。
【０００３】
　特許文献１に開示される画像処理装置は、ユーザによって電源スイッチがＯＦＦ状態に
された場合、マスタＣＰＵがデータの退避処理などのオフ処理を実行する。そして、オフ
処理が終了すると、マスタＣＰＵは、スレーブＣＰＵに画像処理装置の電源をオフにする
ように指示する。当該指示を受信したスレーブＣＰＵは、商用電源と第２電源供給部との
間に配置されるスイッチをＯＦＦ状態にする。これにより、商用電源から第２電源供給部
への電力供給が停止されて、マスタＣＰＵおよび複写機能制御部への電力供給が停止され
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る。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００１－１０９５４６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上記した第２電源供給部から電力が供給される電子部品が故障するなどしてショートし
た場合、第２電源供給部が出力電圧を保ち続けると、過大な電流が流れる。そこで、通常
、第２電源供給部から過大な電流が流れたときに、第２電源供給部から電流が流れるのを
遮断する仕組み（保護回路）が設けられる。したがって、特許文献１の画像処理装置にお
いて、複写機能制御部の電子部品が故障するなどしてショートした場合には、保護回路が
第２電源供給部から電力が供給されるのを遮断する。そうすると、第２電源供給部から電
力が供給されるマスタＣＰＵへの電力供給が遮断される。つまり、特許文献１の画像処理
装置において、第２電源供給部から電力の供給を受けるデバイスの電子部品でショートな
どが発生して過電流が流れた場合には、直ちにマスタＣＰＵへの電源供給も遮断される。
このため、特許文献１の画像処理装置において、マスタＣＰＵが上記したオフ処理をしな
いで、当該マスタＣＰＵへの電力供給が停止される。その結果、ショートなどが発生する
前のデータが保存されずに消去される可能性がある。
【０００６】
　そこで、本発明は、第２電源供給部から過電流が流れた場合に第２電源供給部から電力
が供給されるのを停止しつつ、第１電源供給部から電力が供給される制御手段が終了処理
を実行することによって、データが失われるのを防止することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の画像形成装置は、第１の出力電力を出力する第１電源供給手段と、第１電源供
給手段から出力される第１の出力電力が供給される第１デバイスと、第２の出力電力を出
力する第２電源供給手段と、第２電源供給手段から出力される第２の出力電力が供給され
る第２デバイスと、第２電源供給手段の過電流を検知する検知手段と、第１電源供給手段
から出力された第１の出力電力が供給され、第２デバイスへの第２の出力電力の供給およ
び遮断を切り替える電源制御手段と、第１電源供給手段から出力される第１の出力電力が
供給され、電源制御手段の動作を制御する制御手段と、を備えている。検知手段により第
２の出力電力の過電流が検知される場合、電源制御手段は、第２電源供給手段から第２デ
バイスへの第２の出力電圧の供給を遮断し、制御手段は、第１デバイスの終了処理を実行
する。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明では、第２電源供給部から過電流が流れた場合に第２電源供給部から電力が供給
されるのを停止しつつ、第１電源供給部から電力が供給される制御手段が終了処理を実行
することによって、データが失われるのを防止することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】第１実施形態の画像形成装置の斜視図である。
【図２】画像形成装置のコントローラのブロック図である。
【図３】画像形成装置の電源回路図である。
【図４】画像形成装置の電力状態遷移図である。
【図５】各電力状態におけるデバイスの状態を示す図である。
【図６】電源制御部が実行する処理を示すフローチャートである。
【図７】コントローラのＣＰＵが実行するシャットダウン処理を示すフローチャートであ
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る。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、本発明を実施するための形態について図面を用いて説明する。
【００１１】
　（第１実施形態）
　＜画像形成装置の全体構成＞
　図１は、本発明の第１実施形態の画像形成装置の外観を示した図である。
【００１２】
　図１に示すように、画像形成装置１０は、ユーザインターフェース（ＵＩ）である操作
部１２と、画像入力デバイスであるスキャナ部１３と、画像出力デバイスであるプリンタ
部１４と、を備えている。
【００１３】
　操作部１２は、ユーザによって操作される各種ボタン１２１と、画像を表示する表示部
１２２と、を有している。この表示部１２２には、画像形成装置１０のステータスを表示
するステータス画面、コピー機能やファックス機能を実行するために必要な情報を入力す
るための設定画面などが表示される。ボタン１２１は、印刷部数などを入力するためのボ
タン１２１ａ、コピーやＦＡＸ送信などを開始するためのスタートボタン１２１ｂ、およ
び画像形成装置１０を省電力状態（後述する第１スリープ状態）に移行させるための節電
ボタン１２１ｃを有している。
【００１４】
　スキャナ部１３は、原稿上に形成された画像を読み取って画像データを取得するデバイ
スである。原稿上に形成された画像に照射された光の反射光をＣＣＤに入力することによ
って、当該画像の情報を電気信号に変換する。この電気信号は、Ｒ，Ｇ，Ｂ各色からなる
輝度信号に変換され、後述するコントローラ１１に対して出力される。
【００１５】
　スキャナ部１３によって読み取られる原稿は、原稿フィーダ２０１のトレイ２０２にセ
ットされる。ユーザが、操作部１２を用いて読み取り開始の指示を入力すると、スキャナ
部１３は、原稿フィーダ２０１のトレイ２０２から原稿を１枚ずつフィードして、原稿の
読み取り動作を行う。なお、原稿の読み取り方法は、原稿フィーダ２０１による自動送り
方式ではなく、不図示のガラス面に載置された原稿に対して、光源やＣＣＤが搭載された
キャリッジを走査する方法であってもよい。
【００１６】
　プリンタ部１４は、入力された画像データを用いて用紙に画像を形成するデバイスであ
る。なお、本実施形態のプリンタ部１４の画像形成方式は、感光体ドラムや感光体ベルト
を用いた電子写真方式であるが、本発明はこれに限定されない。例えば、プリンタ部１４
は、微少ノズルアレイからインクを吐出して用紙上に印字するインクジェット方式であっ
ても良い。
【００１７】
　また、画像形成装置１０は、プリンタ部１４によって画像が形成される用紙を収納する
複数の用紙カセット２０３、２０４、および２０５を有している。また、画像形成装置１
０は、プリンタ部１４によって画像が形成された用紙が排出される複数の用紙カセット排
紙トレイ２０６を有している。
【００１８】
　＜画像形成装置１０のコントローラ１１の説明＞
　図２を参照して、画像形成装置１０の全体の動作を制御するコントローラ１１の詳細に
ついて説明する。
【００１９】
　図２に示すように、コントローラ１１は、上記したスキャナ部１３、プリンタ部１４お
よび操作部１２と電気的に接続されている。このコントローラ１１は、ＣＰＵ３０１、Ｒ
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ＡＭ３０２、ＲＯＭ３０３、操作部Ｉ／Ｆ３０５、ＬＡＮコントローラ３０６、および電
源制御部４０１を備えている。そして、ＣＰＵ３０１、ＲＡＭ３０２、ＲＯＭ３０３、操
作部Ｉ／Ｆ３０５、ＬＡＮコントローラ３０６、および電源制御部４０１は、システムバ
ス３０７に接続されている。また、コントローラ１１は、ＨＤＤ３０４、画像処理部３０
９、スキャナ画像処理部３１０およびプリンタ画像処理部３１２を備えている。ＨＤＤ３
０４、画像処理部３０９、スキャナ画像処理部３１０およびプリンタ画像処理部３１２は
、画像バス３０８に接続されている。
【００２０】
　ＣＰＵ３０１は、ＲＯＭ３０３に記憶された制御プログラム等に基づいて接続中の各種
デバイスとのアクセスを統括的に制御すると共に、コントローラ１１で実行される各種処
理についても統括的に制御する。
【００２１】
　ＲＡＭ３０２は、ＣＰＵ３０１が動作するためのシステムワークメモリである。このＲ
ＡＭ３０２は、画像データを一時記憶するためのメモリでもある。ＲＡＭ３０２は、電源
がオフの場合でも記憶した内容を保持することが可能なＳＲＡＭ、及び電源がオフの場合
には記憶した内容が消去されるＤＲＡＭを有している。ＲＯＭ３０３には、装置のブート
プログラムなどが格納されている。ＨＤＤ３０４は、ハードディスクドライブであり、シ
ステムソフトウェアや画像データを格納する。
【００２２】
　操作部Ｉ／Ｆ３０５は、システムバス３０７と操作部１２と接続するためのインターフ
ェース部である。この操作部Ｉ／Ｆ３０５は、操作部１２に表示するための画像データを
システムバス３０７から受け取り操作部１２に出力すると共に、操作部１２から入力され
た情報をシステムバス３０７へと出力する。
【００２３】
　ＬＡＮコントローラ３０６は、画像形成装置１０と、ＬＡＮ６０に接続される外部装置
２０との間の情報の入出力を制御する。
【００２４】
　電源制御部４０１は、画像形成装置１０の各部への電力供給を制御する。電源制御部４
０１の詳細についは後述する。
【００２５】
　画像バス３０８は、画像データをやり取りするための伝送路であり、ＰＣＩバスやＩＥ
ＥＥ１３９４等のバスで構成されている。
【００２６】
　画像処理部３０９は、画像処理を行うためのものであり、ＲＡＭ３０２に記憶された画
像データを読み出し、ＪＰＥＧ、ＪＢＩＧなどの拡大または縮小および、色調整などの画
像処理を行う。スキャナ画像処理部３１０は、スキャナ部１３からスキャナＩ／Ｆ３１１
を介して受信した画像データに対して、補正、加工、及び編集を行う。なお、スキャナ画
像処理部３１０は、受取った画像データがカラー原稿か白黒原稿か、文字原稿か写真原稿
かなどを判定する。そして、その判定結果を画像データに付加する。こうした付加情報を
属性データと称する。プリンタ画像処理部３１２は、画像データに付加されている属性デ
ータを参照して、画像データに画像処理を施す。画像処理後の画像データは、プリンタＩ
／Ｆ３１３を介してプリンタ部１４に出力される。
【００２７】
　スキャナ部１３は、スキャナ制御部３３１とスキャナ駆動部３３２とを有している。ス
キャナ駆動部３３２は、トレイ２０２にセットされた原稿をスキャナ部１３の読取位置ま
で搬送するための紙搬送用のモーターなどを含み、物理的に駆動するデバイスである。ス
キャナ制御部３３１は、スキャナ駆動部３３２の動作を制御する。スキャナ制御部３３１
は、スキャナ処理を行う際にユーザによって設定された設定情報をＣＰＵ３０１との通信
により受信し、当該設定情報に基づいてスキャナ駆動部３３２の動作を制御する。
【００２８】
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　プリンタ部１４は、プリンタ制御部３４１とプリンタ駆動部３４２とを有している。プ
リンタ駆動部３４２は、不図示の定着器や紙搬送モーターなどを含み、物理的に駆動する
デバイスである。プリンタ制御部３４１は、プリンタ駆動部３４２の動作を制御する。プ
リンタ制御部３４１は、プリント処理を行う際にユーザによって設定された設定情報をＣ
ＰＵ３０１との通信により受信し、当該設定情報に基づいてプリンタ駆動部３４２の動作
を制御する。
【００２９】
　＜画像形成装置１０の電源ユニット４０の説明＞
　図３は、画像形成装置１０の電源回路図である。上記した画像形成装置１０の各部には
、電源ユニット４０によって生成された電力が供給される。この電源ユニット４０は、第
１電源供給部４１０と、第２電源供給部４１１と、第３電源供給部４１２と、第１電源監
視部４１３、第２電源監視部４１４と、第３電源監視部４１５と、を有している。
【００３０】
　第１電源供給部４１０は、プラグＰを介して供給される交流電力を直流電力（例えば、
５．１Ｖ（第１の出力電力））に変換する。そして、当該直流電力が、第１電源系統のデ
バイス（電源制御部４０１、ＣＰＵ３０１、ＲＡＭ３０２、ＲＯＭ３０３、ＨＤＤ３０４
、ＬＡＮコントローラ３０６、および操作部１２のボタン１２１）に供給される。第２電
源供給部４１１は、プラグＰを介して供給される交流電力を直流電力（例えば、１２Ｖ（
第２の出力電力））に変換する。この直流電力は、第２電源系統のデバイス（操作部１２
の表示部１２２、画像処理部３０９、スキャナ画像処理部３１０、プリンタ画像処理部３
１２、プリンタ部１４のプリンタ制御部３４１、およびスキャナ部１３のスキャナ制御部
３３１）に供給される。また、第３電源供給部４１２は、プラグＰを介して供給される交
流電力を直流電力（例えば、２４Ｖ）に変換して、第３電源系統のデバイス（プリンタ駆
動部３４２、およびスキャナ駆動部３３２）に電力を供給する。
【００３１】
　第１電源監視部４１３は、第１電源供給部４１０の出力電圧を監視している。そして、
第１電源監視部４１３は、第１電源供給部４１０の出力電圧が閾値を超えて印加されたこ
とを検知すると、監視結果として、電源制御部４０１に対しパワーグッド信号Ａを出力す
る。
【００３２】
　第２電源監視部４１４は、第２電源供給部４１１の出力電圧を監視している。そして、
第２電源監視部４１４は、第２電源供給部４１１の出力電圧が閾値を超えて印加されたこ
とを検知すると、監視結果として、電源制御部４０１に対しパワーグッド信号Ｂを出力す
る。また、第３電源監視部４１５は、第３電源供給部４１２の出力電圧を監視している。
そして、第３電源監視部４１５は、第３電源供給部４１２の出力電圧が閾値を超えて印加
されたことを検知すると、監視結果として、電源制御部４０１に対しパワーグッド信号Ｃ
を出力する。
【００３３】
　また、第１電源供給部４１０と第１電源系統のデバイスとの間（第１電源供給部４１０
の１次側）には、ユーザの操作によってＯＮ状態またはＯＦＦ状態となる電源スイッチ４
１６が配置される。電源制御部４０１には、電源スイッチ４１６の状態（ＯＮ状態もしく
はＯＦＦ状態）を示す信号Ｄが入力されている。そして、この電源スイッチ４１６と並列
に、ＦＥＴ（電界効果トランジスタ）からなるスイッチ４１７が設けられる。このスイッ
チ４１７は、電源制御部４０１から出力される制御信号Ｅによって、ＯＮ状態からＯＦＦ
状態、またはＯＦＦ状態からＯＮ状態になる。なお、電源スイッチ４１６には、図示しな
いソレノイドが設けられている。電源制御部４０１から出力される制御信号Ｋに応じて、
当該ソレノイドに電圧が印加されて電源スイッチ４１６がＯＦＦ状態になる。
【００３４】
　プラグＰと第２電源供給部４１１との間（第２電源供給部４１１の１次側）には、リレ
ースイッチ４１８が設けられる。また、プラグＰと第３電源供給部４１２との間（第３電
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源供給部４１２の１次側）には、リレースイッチ４１９が設けられる。リレースイッチ４
１８および４１９は、電源制御部４０１から出力される制御信号Ｆによって、ＯＮ状態か
らＯＦＦ状態、またはＯＦＦ状態からＯＮ状態になる。
【００３５】
　電源スイッチ４１６と操作部１２のボタン１２１およびＬＡＮコントローラ３０６との
間には、スイッチ４２０が設けられる。スイッチ４２０は、電源制御部４０１から出力さ
れる制御信号Ｇによって、ＯＮ状態からＯＦＦ状態、またはＯＦＦ状態からＯＮ状態にな
る。また、電源スイッチ４１６とＣＰＵ３０１、ＲＯＭ３０３およびＨＤＤ３０４との間
には、スイッチ４２１（切替部）が設けられる。スイッチ４２１は、電源制御部４０１か
ら出力される制御信号Ｈによって、ＯＮ状態からＯＦＦ状態、またはＯＦＦ状態からＯＮ
状態になる。
【００３６】
　＜画像形成装置１０の電力状態について＞
　図４は、画像形成装置１０で電力状態遷移図である。図５は、画像形成装置１０の各電
力状態におけるデバイスのＯＮ／ＯＦＦ状態を示した図である。図４および図５を参照し
て、画像形成装置１０の電力状態について説明する。画像形成装置１０は、電源ＯＦＦ状
態、第２スリープ状態、第１スリープ状態、およびスタンバイ状態のいずれかの状態とな
る。
【００３７】
　電源オフ状態は、画像形成装置１０の各部に電力が供給されていない状態である。電源
オフ状態では、図３の各スイッチ４１６～４２１がＯＦＦ状態になっている。なお、電源
オフ状態は、ハイバネーション状態であっても良い。このハイバネーション状態では、電
源オフ状態と同様に各スイッチ４１６～４２１がＯＦＦ状態になっている。ハイバネーシ
ョン状態では、ハイバネーション状態に移行する前の画像形成装置１０の状態がＨＤＤ３
０４に記憶される。画像形成装置１０は、ハイバネーション状態から復帰する場合に、Ｈ
ＤＤ３０４に記憶された情報を用いて高速復帰することができる。
【００３８】
　第２スリープ状態では、電源制御部４０１、ＲＡＭ３０２、ＬＡＮコントローラ３０６
および操作部１２のボタン１２１を除く画像形成装置１０の各部に電力が供給されない。
第２スリープ状態では、第１電源供給部４１０から、電源制御部４０１、ＲＡＭ３０２、
ＬＡＮコントローラ３０６および操作部１２のボタン１２１に電力が供給されている。第
２スリープ状態では、図３のスイッチ４１６、４１７および４２０、がＯＮ状態となり、
且つ、その他のスイッチ４１８、４１９および４２１がＯＦＦ状態となる。この第２スリ
ープ状態では、ユーザによる操作部１２のボタン１２１の操作を受け付けることができる
。また、第２スリープ状態では、ＬＡＮコントローラ３０６が外部装置２０から送信され
るパケットを受信することができる。この第２スリープ状態では、ＬＡＮコントローラ３
０６が、外部装置２０から送信される特定のパケットに対して、コントローラ１１のＣＰ
Ｕ３０１の代わりに、応答を返す。当該ＬＡＮコントローラ３０６の機能を代理応答と呼
ぶ。ＬＡＮコントローラ３０６が代理応答を行うことによって、第２スリープ状態のまま
で（スリープ復帰しないで）、外部装置から送信される特定のパケットに対して応答する
ことができる。
【００３９】
　第１スリープ状態は、ネットワーク６０からの問い合わせなどに対してコントローラ１
１の全てを起動させずに応答するための状態である。第２スリープ状態で、ＬＡＮコント
ローラ３０６が代理応答できないパケット（ネットワーク６０からの問い合わせなど）を
外部装置２０から受信した場合には、画像形成装置１０は第２スリープ状態から第１スリ
ープ状態に移行する。第１スリープ状態では、第１電源供給部４１０からＣＰＵ３０１お
よびＨＤＤ３０４に電力が供給されるので、ＣＰＵ３０１がＨＤＤ３０４に格納される情
報を用いて、当該パケットに対して応答を返すことができる。この第１スリープ状態では
、電源制御部４０１、ＲＡＭ３０２、ＬＡＮコントローラ３０６、操作部１２のボタン１
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２１、ＣＰＵ３０１、ＲＯＭ３０３およびＨＤＤ３０４に電力が供給されている。第１ス
リープ状態では、第２電源系統のデバイスおよび第３電源系統のデバイスに電力が供給さ
れていない。第１スリープ状態では、図３のスイッチ４１６、４１７、４２０および４２
１がＯＮ状態となり、且つ、スイッチ４１８および１４８がＯＦＦ状態となる。
【００４０】
　スタンバイ状態は、プリント処理およびスキャナ処理など画像形成装置１０が有する各
機能を実行することが可能な状態である。電源オフ状態やサスペンド状態で電源スイッチ
４１６がＯＦＦ状態からＯＮ状態になった場合には、画像形成装置１０はスタンバイ状態
に移行する。また、第２スリープ状態で外部装置２０からＰＤＬ（ｐａｇｅ　ｄｅｓｃｒ
ｉｐｔｉｏｎ　ｌａｎｇｕａｇｅ）プリントジョブを受信した場合にも、画像形成装置１
０はスタンバイ状態に移行する。スタンバイ状態では、コントローラ１１、操作部１２、
プリンタ部１４およびスキャナ部１３の各部に電力が供給される。具体的には、スタンバ
イ状態では、図３の各スイッチ４１６～４２１がＯＮ状態となる。
【００４１】
　なお、画像形成装置１０は、上記した電源ＯＦＦ状態、第１スリープ状態、第２スリー
プ状態、およびスタンバイ状態以外の状態になってもよい。具体的には、画像形成装置１
０は、サスペンド状態になっても良い。サスペンド状態とは、電源制御部４０１およびＲ
ＡＭ３０２を除く画像形成装置１０の各部に電力が供給されていない状態である。サスペ
ンド状態では、図３のスイッチ４１７がＯＮ状態となり、且つ、その他のスイッチ４１６
および４１８～４２１がＯＦＦ状態となっている。このサスペンド状態では、電力供給が
維持されているＲＡＭ３０２に、サスペンド状態に移行する前の画像形成装置１０の状態
が記憶されている。画像形成装置１０は、ＲＡＭ３０２に記憶された画像形成装置１０の
状態を用いて高速復帰することができる。
【００４２】
　次に、図４を参照して、画像形成装置１０の電力状態の遷移について説明する。
【００４３】
　スタンバイ状態等で、電源スイッチ４１６がＯＦＦ状態になると、画像形成装置１０は
電源オフ状態に移行する（図４の（１）参照）。
【００４４】
　また、電源オフ状態で、電源スイッチ４１６がＯＮ状態になると、画像形成装置１０は
スタンバイ状態に移行する（図４の（２）参照）。
【００４５】
　また、第１スリープ状態および第２スリープ状態で、外部装置２０からＰＤＬプリント
ジョブを受信した場合に、画像形成装置１０はスタンバイ状態に移行する（図４の（３）
参照）。
【００４６】
　また、第２スリープ状態で、ＬＡＮコントローラ３０６が代理応答できないパケットを
受信した場合および操作部１２のボタン１２１が押下された場合には、画像形成装置１０
は第１スリープ状態に移行する（図４の（４）参照）。
【００４７】
　また、第１スリープ状態で、操作部１２のボタン１２１が操作されない状態で所定時間
が経過し、且つ、ＰＤＬプリントジョブを受信しない状態で所定時間が経過した場合には
、画像形成装置１０は第２スリープ状態に移行する（図４の（５）参照）。
【００４８】
　また、スタンバイ状態で、操作部１２の節電ボタン１２１ｃが押下された場合、画像形
成装置１０は第１スリープ状態に移行する（図４の（６）参照）。
【００４９】
　ここで、電源制御部４０１の詳細について説明する。
【００５０】
　電源制御部４０１は、ＣＰＬＤ（Ｃｏｍｐｌｅｘ　Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　Ｌｏｇ
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ｉｃ　Ｄｅｖｉｃｅ）である。この電源制御部４０１は、画像形成装置１０が上記した各
電力状態に移行するのを制御する。この電源制御部４０１は、第２スリープ状態で電力が
供給されており、第２スリープ状態からの復帰要因（操作部１２のボタン１２１の押下、
代理応答できないパケット（ＰＤＬプリントジョブを含む）の受信など）を検知する。な
お、第２スリープ状態からの復帰要因は、ボタン１２１の押下および代理応答できないパ
ケットの受信だけに限らない。例えば、画像形成装置１０にＦＡＸ機能が搭載されている
場合に、ＦＡＸを受信したときに第２スリープ状態から復帰しても良い。
【００５１】
　電源制御部４０１は、ＣＰＵ３０１と通信して、当該ＣＰＵ３０１からの命令に従って
、各スイッチ４１７～４２１の状態をＯＮ状態またはＯＦＦ状態に変更する。
【００５２】
　また、電源制御部４０１には、ＬＡＮコントローラ３０６からＷａｋｅ信号Ｊが入力さ
れる。ＬＡＮコントローラ３０６がネットワーク６０を介して代理応答できないパケット
（ＰＤＬプリントジョブを含む）を受信した場合に、ＬＡＮコントローラ３０６は、電源
制御部４０１にＷａｋｅ信号Ｊを出力する。電源制御部４０１は、Ｗａｋｅ信号Ｊを受信
した場合に、スイッチ４２１をＯＮ状態にする。スイッチ４２１がＯＮ状態になったこと
によって起動されたＣＰＵ３０１が、受信したパケットを解析して、ＰＤＬプリントジョ
ブだと判断した場合には、電源制御部４０１にスイッチ４１８および４１９がＯＮ状態に
なるように、制御信号Ｆを出力する。なお、受信したパケットがＨＤＤ３０４に格納され
た情報を用いて応答可能なパケットである場合には、電源制御部４０１は、制御信号Ｆを
出力しない。このため、スイッチ４１８および４１９がＯＮ状態にならない。
【００５３】
　また、電源制御部４０１には、操作部１２のボタン１２１からＷａｋｅ信号Ｉが入力さ
れる。操作部１２のボタン１２１をユーザが押下した場合に、操作部１２は、電源制御部
４０１にＷａｋｅ信号Ｉを出力する。電源制御部４０１は、Ｗａｋｅ信号Ｉを受信した場
合に、スイッチ４２１をＯＮ状態にする。操作部１２のボタン１２１をユーザが押下した
場合、操作部１２の表示部１２２を点灯しても良い。
【００５４】
　＜電源制御部４０１の動作＞
　次に、図６を参照して、電源制御部４０１が実行する動作について説明する。
【００５５】
　電源スイッチ４１６がユーザの操作によってＯＮ状態からＯＦＦ状態になると（Ｓ６０
１：Ｙｅｓ）、電源スイッチ４１６の状態を示す信号ＤがＬｏになる。電源制御部４０１
に入力される信号ＤがＬｏになると、電源制御部４０１は、電源スイッチ４１６がＯＦＦ
状態になったことを、ＣＰＵ３０１に通知する（Ｓ６０２）。当該通知を受けたＣＰＵ３
０１は、シャットダウン処理を実行する。ＣＰＵ３０１が実行するシャットダウン処理に
ついては、後述する。
【００５６】
　次に、電源制御部４０１は、ＣＰＵ３０１が実行するシャットダウン処理が終了したか
どうかを判断する（Ｓ６０３）。ＣＰＵ３０１は、シャットダウン処理が終了した場合に
、電源制御部４０１に対してシャットダウン処理終了通知を送信する。電源制御部４０１
は、当該通知を受信した場合に、Ｓ６０３においてシャットダウン処理が終了したと判断
する（Ｓ６０３：Ｙｅｓ）。シャットダウン処理が終了した場合、電源制御部４０１は、
制御信号Ｆの出力を停止することによって、スイッチ４１８および４１９をＯＦＦ状態に
する（Ｓ６０４）。これにより、第２電源供給部４１１から第２電源系統のデバイスに電
力が供給されるのが停止されると共に、第３電源供給部４１２から第３電源系統のデバイ
スに電力が供給されるのが停止される。これにより、第２電源監視部４１４から出力され
るパワーグッド信号Ｂの出力が停止されるとともに、第３電源監視部４１５から出力され
るパワーグッド信号Ｃの出力が停止される。パワーグッド信号ＢおよびＣの出力が停止さ
れると、電源制御部４０１は、制御信号Ｅの出力を停止することによってスイッチ４１７
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をＯＦＦ状態にする（Ｓ６０５）。これにより、第１電源供給部４１０から第１電源系統
のデバイスに電力が供給されるのが停止される。その結果、画像形成装置１０の各部への
電力供給が停止される。
【００５７】
　なお、電源スイッチ４１６がＯＦＦ状態になった後、所定時間が経過しても、電源制御
部４０１がＣＰＵ３０１からシャットダウン終了通知を受信しない場合には（Ｓ６０６：
Ｙｅｓ）、電源制御部４０１は、制御信号ＦおよびＥの出力を停止する。これにより、Ｃ
ＰＵ３０１がフリーズ等でシャットダウン処理が完了できない場合でも、画像形成装置１
０の各部への電力供給が停止される。
【００５８】
　また、電源制御部４０１は、過電流を検出したかどうかを判断する（Ｓ６０７）。第２
電源監視部４１４が過電流を検出した場合、第２電源監視部４１４から出力されるパワー
グッド信号Ｂの出力が停止される。また、第３電源監視部４１５が過電流を検出した場合
、第３電源監視部４１５から出力されるパワーグッド信号Ｃの出力が停止される。電源制
御部４０１は、パワーグッド信号Ｂの出力が停止される場合、又は、パワーグッド信号Ｃ
の出力が停止される場合、過電流が検出されたと判断する（Ｓ６０７）。そして、過電流
が検出された場合、電源制御部４０１は、制御信号Ｆの出力を停止することによって、ス
イッチ４１８および４１９をＯＦＦ状態にする（Ｓ６０８）。そして、電源制御部４０１
は、ＣＰＵ３０１に対してシャットダウン処理をするよう割り込み要求をする（Ｓ６０９
）。そして、電源制御部４０１は、ＣＰＵ３０１が実行するシャットダウン処理が終了し
たかどうかを判断する（Ｓ６１０）。電源制御部４０１は、シャットダウン処理終了通知
を受信した場合に、Ｓ６１０においてシャットダウン処理が終了したと判断する（Ｓ６１
０：Ｙｅｓ）。シャットダウン処理が終了した場合、電源制御部４０１は、制御信号Ｅお
よびＫの出力を停止する（Ｓ６１１）。制御信号Ｅの出力が停止されることによって、ス
イッチ４１７がＯＦＦ状態になる。また、制御信号Ｋが出力されることによって、電源ス
イッチ４１６のソレノイドに電圧が印加される。これにより、ソレノイドが駆動して電源
スイッチ４１６がＯＦＦ状態になる。よって、画像形成装置１０の各部への電力供給が停
止される。
【００５９】
　なお、電源スイッチ４１６がＯＦＦ状態になった後、所定時間が経過しても、電源制御
部４０１がＣＰＵ３０１からシャットダウン終了通知を受信しない場合には（Ｓ６１２：
Ｙｅｓ）、電源制御部４０１は、制御信号ＥおよびＫの出力を停止する。これにより、Ｃ
ＰＵ３０１がフリーズ等でシャットダウン処理が完了できない場合でも、画像形成装置１
０の各部への電力供給が停止される。
【００６０】
　＜ＣＰＵ３０１の動作＞
　次に、図７を参照して、ＣＰＵ３０１行うシャットダウン処理について説明する。
【００６１】
　ＣＰＵ３０１は、電源スイッチ４１６がＯＮ状態からＯＦＦ状態になった場合、および
過電流が検出された場合に、シャットダウン処理を行う。
【００６２】
　電源スイッチ４１６がＯＮ状態からＯＦＦ状態になった場合（Ｓ７０１：Ｙｅｓ）、Ｃ
ＰＵ３０１は、プリンタ部１４およびスキャナ部１３の終了処理を行う（Ｓ７０２）。電
源スイッチ４１６がＯＮ状態からＯＦＦ状態になった場合、電源制御部４０１からＣＰＵ
３０１に、電源スイッチ４１６がＯＦＦ状態になったことが通知される。ＣＰＵ３０１は
、当該通知に応じて、電源スイッチ４１６がＯＦＦ状態になったと判断する（Ｓ７０１）
。電源スイッチ４１６がＯＦＦ状態になった場合、ＣＰＵ３０１は、プリンタ部１４を制
御するアプリケーションを終了すると共に、スキャナ部１３を制御するアプリケーション
を終了する（Ｓ７０２）。次に、ＣＰＵ３０１は、コントローラ１１の終了処理を行う（
Ｓ７０３）。そして、ＣＰＵ３０１は、シャットダウン処理が終了すると、電源制御部４
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０１にシャットダウン終了通知を送信する（Ｓ７０４）。
【００６３】
　ＣＰＵ３０１は、電源スイッチ４１６がＯＦＦ状態にならなくても、過電流が検知され
て、電源制御部４０１からシャットダウン要求が割り込まれると（Ｓ７０５：Ｙｅｓ）、
シャットダウン処理を実行する。ここで、本実施形態では、ＣＰＵ３０１は、プリンタ部
１４やスキャナ部１３の終了処理を行わない。過電流が発生したときに、電源制御部４０
１がプリンタ部１４およびスキャナ部１３への電力供給を遮断しているので、ＣＰＵ３０
１は、プリンタ部１４およびスキャナ部１３の終了処理を行わない。ＣＰＵ３０１は、コ
ントローラ１１の終了処理を実行する（Ｓ７０６）。そして、ＣＰＵ３０１は、シャット
ダウン処理が終了すると、電源制御部４０１にシャットダウン終了通知を送信する（Ｓ７
０７）。
【００６４】
　なお、ＣＰＵ３０１は、シャットダウン要求が電源制御部４０１から割り込まれてシャ
ットダウン処理を実行する前に、メールでユーザに過電流が発生したことを通知しても良
い。
【００６５】
　上記実施形態では、ＣＰＵ３０１が第２電源供給部４１０および第３電源供給部４１１
から分離されている。したがって、第２電源供給部４１０または第３電源供給部４１１で
過電流が発生して、スイッチ４１８および４１９をＯＦＦ状態にしても、第１電源供給部
４１０からＣＰＵ３０１に電力が供給される。よって、ＣＰＵ３０１はコントローラ１１
のシャットダウン処理を行うことができる。このように、本実施形態では、過電流が発生
したとしても、データの退避処理を行った上で、ＣＰＵ３０１への電力供給を停止するこ
とができる。
【００６６】
　また、本実施形態では、１２Ｖを生成する第２電源供給部４１１や２４Ｖを生成する第
３電源供給部４１２で過電流が発生した場合に、第２電源系統のデバイスおよび第３電源
系統のデバイスへの負荷が大きくなる。本実施形態では、前記過電流が発生した場合に、
直ちに、第２電源供給部４１１や第３電源供給部４１２から電力供給が遮断される。これ
により、第２電源系統のデバイスおよび第３電源系統のデバイスに加わる負荷を低減する
ことができる。
【００６７】
　なお、本実施形態では、シャットダウン処理を実行するコントローラ１１のＣＰＵ３０
１の電源系統が、プリンタ部１４およびスキャナ部１３の電源系統から独立している。こ
れにより、コントローラ１１のＣＰＵ３０１への電力供給を遮断することなく、過電流が
発生した第２電源系統のデバイスや第３電源系統のデバイスへの電力供給を遮断すること
ができる。
【００６８】
　＜その他の実施形態＞
　以上、本発明の好適な実施形態に基づいて詳述してきたが、本発明はこれら特定の実施
形態に限られるものではなく、この発明の要旨を逸脱しない範囲の様々な形態も本発明に
含まれる。また、上述の実施形態の一部を適宜組み合わせてもよい。
【００６９】
　上記実施形態では、図６に示した各ステップをハードウェアロジック回路の電源制御部
４０１が実行する例について説明した。本発明はこれに限らず、電源制御部４０１がプロ
セッサであって、当該プロセッサがプログラムを実行することによって、図６に示した各
ステップを実行しても良い。
【００７０】
　上記実施形態では、第２電源監視部４１４および第３電源監視部４１５の両方を設ける
例について説明したが、いずれか１つの電源監視部であってもよい。
【００７１】
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　本実施形態におけるフローチャートに示す機能は、ネットワーク又は各種記憶媒体を介
して取得したソフトウエア（プログラム）をコンピュータパソコン等の処理装置（ＣＰＵ
、プロセッサ）にて実行することでも実現できる。
【符号の説明】
【００７２】
　１０　画像形成装置
　１１　コントローラ
　１３　スキャナ部
　１４　プリンタ部
　３０１　ＣＰＵ
　４０１電源制御部
　４１０　第１電源供給部
　４１１　第２電源供給部
　４１２　第３電源供給部
　４１３　第１電源監視部
　４１４　第２電源監視部
　４１５　第３電源監視部
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